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　両辺を入れかえると　
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　両辺に���をかけると　��D�� �E

　���を移項すると　　　　�D �E���

���$�から辺�'&�に垂線�$+�をひく。
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このとき，台形を���回転させてできる立体は，長方形�$%&+�

を���回転させてできる円柱と，�$'+�を���回転させてできる

円錐を組み合わせたものである。

ここで　　　  $+  %& ��� FP ，

　　　　　　  +&  $% ��� FP ，

　　　　　　  '+  �� � ��� FP

であるから，求める体積は
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���　点�$�は，比例�\ �[�のグラフ上の点であるから，$�の�\�座標は，\ �[ �に�[ ��を

　代入して　　　　　\ ��� �

　よって，$�の座標は　　��，��
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　これを解くと　　　D ��

���　内角の和が�������である多角形は�Q �角形であるとすると
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���　大小���個のさいころの目の出方は全部で����通りあり，これらは同様に確からしい。

　大きいさいころの目が��，小さいさいころの目が���の場合を�� �，� �と表すことにする。

　　出る目がともに���以下である場合は

　　� �，� ，� �，� ，� �，� ，� �，�

　の���通りある。

　よって，その確率は　
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　となる。

　　� 少なくとも一方の目が���以上である確率  �� � 出る目がともに���以下である確率

　である。

　よって，求める確率は　��
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S　���　地点�$�から峠����NP　　峠から地点�%�����NP３

　　　���　略　　���　略

���　��時間����分は�
�

�
�時間である。

地点�$�から峠までの道のりを�[�NP，峠から地点�%�までの道のりを�\�NP�とすると
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[ ��を�①�に代入して解くと

　　　　　　　　　　\ �

[ �，\ ��は問題に適している。

よって　　地点�$�から峠までの道のり����NP，

　　　　　峠から地点�%�までの道のり����NP
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①　半直線�%$�上に点�3�をとる。点�$�を通り，直線�$%�に垂直な直線をひき，この直線

　上に点�4�をとる。

②　�3$4�の二等分線を作図し，この二等分線上に，  $& $%�となる点�&�をとり，%�

　と�&�を結ぶ。

このとき，  �3$&  	��� � ����であるから，  �&$%  �������� �����である。

よって，�$%&�は求める三角形である。

����>仮定@　  '( &(，  $( )(

　>結論@　$'6%)

　>証明@　�$('�と��)(&�において

　　仮定から　　　  '( &(　……�①

　　　　　　　　　  $( )(　……�②

　　対頂角は等しいから

　　　　　　　  �$(' �)(&　……�③

　　①，②，③�より，��辺とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　△$('�△)(&

　　合同な図形の対応する角は等しいから

　　　　　　　  �('$ �(&)

　　したがって，錯角が等しいから

　　　　　　　　　$'6%)�
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